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Ⅰ 法人の概要（令和２年５月１日 現在） 

 

建学の精神    共 立 

 

人はいろいろな環境を克服しながら生きていく。 

          あらゆる人たちからの手が差し延べられ、そして自らも自らの及ぶ

能力を差し出すことで、共に助力し合い成長していく。 

教育をとおして、人類の永遠の課題であるこの互助の精神を涵養する。 

 

教 育 理 念    探 究・創 造・貢 献 

 

 

 

１．法人の名称   西野学園 

 

 

２．設置する学校、学科、附帯教育事業 

 

（１） 西野桜幼稚園 

札幌市西区西野４条６丁目１１－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２４０ ９ 

 

（２） 西野第２桜幼稚園 

札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２７０ ９ 

 

（３） 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

札幌市中央区南５条西１１丁目１２８９－５ 

 

    【専門課程】   

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 臨床検査技師科 昼間 ３年 ２４０ ６ 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

医療 理学療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 臨床工学技士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 言語聴覚士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 歯科衛生士科 昼間 ３年 １５０ ３ 

医療 作業療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ９５０ ２３ 



    【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

看護科２年課程（通信制）  通信 ２年 ５００ 

社会福祉士通信課程 通信 １年１０か月 ６００ 

介護福祉士実務者研修通信科 通信 ６か月 ８０ 

介護職員初任者研修 通学・通信 ８か月 ４０ 

 

（４） 札 幌 心 療 福 祉 専 門 学 校 

    札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 精神保健福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 １２０ ３ 

 

（５） 函 館 臨 床 福 祉 専 門 学 校 

    函館市美原１丁目１５－１ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

教育社会福祉 社会福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ２００ ５ 

 

（６） 札幌リハビリテーション専門学校 

    札幌市中央区北４条西１９丁目１－３ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 理学療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

医療 作業療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

合計 ３２０ ８ 

 

（７） 【収益事業】 

 

さくらキッズクラブ    学童保育（放課後児童健全育成事業） 

      山の手  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      円 山  札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

 

    ロボットプログラミング教室 プログラボ 

      プログラボ山の手シスラボ  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      プログラボ円山シスラボ   札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

      プログラボ第２桜シスラボ  札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 



 

３．法人の沿革 

 

    昭和４０年 ２月１８日  西野桜幼稚園設置（個人立） 

      昭和４３年 １月１０日   学校法人西野学園設立認可 

       昭和４５年１１月 ５日   西野第２桜幼稚園設置認可 

       昭和５３年 ３月 ３日   札幌西調理師高等専修学校設置認可 

       昭和５７年 ３月１９日   札幌医学技術専門学校設置認可 

       昭和６０年１２月 ４日   札幌システムラボラトリー専門学校設置認可 

       昭和６２年 ３月３１日   札幌西調理師高等専修学校廃止 

       平成 ４年 ４月 １日   札幌医学技術専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉専門学校」 

                  札幌システムラボラトリー専門学校の校名を変更 

                                            「札幌医療科学専門学校」 

       平成 ８年１１月２８日   札幌医福経営専門学校設置認可 

       平成 ９年 ３月１４日   函館臨床福祉専門学校設置認可 

        平成１１年 ４月 １日    札幌医福経営専門学校の校名を変更 

                                               「札幌心療福祉専門学校」 

       平成１３年 ３月３０日   札幌リハビリテーション専門学校設置認可 

    平成２１年 ６月 １日  学童保育さくらキッズクラブ開設 

平成２４年 ３月３１日  札幌医学技術福祉専門学校との校名統合により 

札幌医療科学専門学校を廃校 

    平成２４年 ４月 １日  札幌医学技術福祉専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉歯科専門学校」 

令和 2 年 ４月 １日  ロボットプログラミング教室プログラボ開設 

 

 

４．役員名簿（令和２年６月１日現在）          定員 理事６名 監事２名 

１号  この法人の設置する学校の園長（校長） 

２号  評議員のうちから評議員会において選任した者 

３号  学識経験者のうち理事会において選任した者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

理事 理事長 前鼻 英蔵 常勤 １号 

理事 相談役 前鼻 時彦 常勤 3 号 

理事 学生サポートセンター長 南部 詠子 常勤 ２号 

理事 事務長 市川 貴紀 常勤 2 号 

理事  佐藤 好和 非常勤 ３号 

理事  宮田 節也 非常勤 ３号 

監事   福井 利雄 非常勤   

監事   澤田 和宏 非常勤   



５．評議員名簿（令和２年６月１日現在）               定員 １３名 

１号  この法人の職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した者 

２号  この法人の設置する学校を卒業した者で年令２５年以上のもののうちから、理事会において選任した者 

３号  学識経験者のうちから、理事会において選任した者 

 

 

６．教職員数 
 
   ・幼 稚 園： 本務教員  ３２名、本務職員２２名、 
    ・専門学校： 本務教員  ８２名、本務職員５１名、兼務教員３４６名 
 
 
７．総定員及び在籍数  

 

学校名 定員 在籍 

西野桜幼稚園 ２４０名 ２４１名 

西野第２桜幼稚園 ２７０名 ２３７名 

札幌医学技術福祉歯科専門学校 ９５０名 ６３８名 

札幌心療福祉専門学校 １２０名  ４２名 

函館臨床福祉専門学校 ２００名  ４７名 

札幌リハビリテーション専門学校 ３２０名 １８７名 

 
・札幌医学技術福祉歯科専門学校 附帯教育事業   

 
看護科２年課程(通信制） 総定員    ５００名、在籍 ３２５名 
社会福祉士通信課程   総定員    ６００名、在籍 ２２６名 

 
   ・学童保育   さくらキッズクラブ          レギュラー  ５７名 

スポット   ２９名 
合   計  ８６名 

 
・ロボットプログラミング教室 プログラボ              ２５名 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

評議員 理事長 前鼻 英蔵 常勤 ３号 

評議員 相談役 前鼻 時彦 常勤 ３号 

評議員 学生サポートセンター長  南部 詠子 常勤 １号  

評議員 事務長 市川 貴紀 常勤 １号 

評議員 財務顧問 前鼻 晴雄 常勤 ３号 

評議員 事務次長 理寛寺 忠広 常勤 ２号  

評議員 FD・SD 推進室長 米田  裕義 常勤 ３号 

評議員 専門学校 校長 岡積 義雄 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 山本  孝之 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 時永 広之 常勤 ３号 

評議員 財務経理マネージャー 万行 輝彦 常勤 ３号 

評議員  佐藤 好和 非常勤 ３号  

評議員  宮田 節也 非常勤 ３号 



Ⅱ 事業の概要 

 

１．幼稚園 

 

（１） 建築資材不足により計画延期となっていた西野桜幼稚園園舎新築が令和２年１２月

に完成し、令和３年１月に園舎を移転した。換気に配慮した新しい環境で、さらな

る保育内容の充実を図る。 

 

（２） 西野桜幼稚園園舎新築に伴い令和３年４月入園生から定員３４０名（１２クラス）

への変更申請を行った。 

 

（３） 人事評価で人材育成が図られ、幼稚園教職員がモチベーションを高く働いていける

よう、人事評価制度の推進を図った。 

 

２．専門学校 

 

（１） リカレント教育の幅広いニーズに対応するため、令和３年度開設に向け、札幌医学

技術福祉歯科専門学校に社会福祉士通信課程短期コース、函館臨床福祉専門学校に

介護福祉士実務者研修通学科の指定申請を行った。 

 

（２） ２０２０年６月施行のハラスメント防止措置義務化に伴いハラスメント防止規程を

定め、職場内および職場の延長上と認められる場におけるハラスメント行為を禁止

行為として規定した。また、コンプライアンスにおける懲戒基準を明確化し、法令

遵守の徹底を図った。 

 

（３） 令和２年４月から３年計画の新しい 3 つの学園内委員会「広報研究推進委員会」「わ

かる授業研究推進委員会」「国試対策研究推進委員会」がスタートした。より質の高

い教育活動を実現するため、カリキュラムツリー作成の教職員グループワーク研修

を実施するなど各委員会で活発な活動が行われた。 

 

（４） 「学園同窓会支援チーム」では、５５周年事業の展開のほか、西野学園同窓会「西

桜会」主催により令和２年 10 月 31 日「COVID-19 最前線 NISHINO reports その

とき、そのあと ～ウィズコロナ時代に向けた医療・福祉の挑戦～ 」講演会を

YouTube で配信、各職種の卒業生が講演者となり、新型コロナウイルス感染症の最

前線で働く医療・福祉従事者の最新報告を行った。 

 

（５） 平日２０時３０分まで開放し、医療福祉分野に特化した専門書籍の蔵書が３０，０

００冊を超えた西野学園図書館では、コロナ禍により企画していたイベントを実施

することができなかったが、最大限の感染拡大防止対策により、学生が安心して学

習できる環境を提供した。 

 

（６） 学習面、生活面、就職面のフォローアップを行う学生サポートセンターを中心に、

学生の学習意欲及び学習環境を向上させることで退学者数の減少に努めた。 

 

（７） 新型コロナウイルス感染が拡大する中、進学相談会や体験入学など従前の対面活動

は縮小されたものの、オンライン相談や動画コンテンツ拡充等を展開し、認知度向

上に努めた。 

 

（８） 出願対象の拡大に向け、中国や東南アジアを中心とした留学生へのアプローチを強

化し、約１５名の留学生が令和４年度に見込まれること、また、北海道内自治体と

タイアップした「移住入学制度」では蘭越町希望での入学生が令和３年度に入学す

るなど、新しい取り組みが浸透し、今後さらなる拡充を図る。 



（９） FD・SD 推進室 教職員研修実績 

 

FD 研修 

① 初任者授業研修、公開授業 

② オンライン授業に関する研修、Excel 研修 

③ カリキュラムマネジメント研修、学生の学習習慣定着に関する研修 

④ メンター育成研修 

 

SD 研修 

① 初任者入職時研修、追加研修（危機管理、教務事務に関する研修） 

② 職位別研修、昇格時研修、現状認識研修 

③ 夏季教職員研修、冬季教職員研修、春季教職員研修 

 

３．学童保育 

    

さくらキッズクラブを山の手と円山の２施設体制として２年目を迎えた。新型コロ

ナウイルス感染防止の緊急事態宣言で小学校の休校・時差登校が実施されたが、クラ

ブ内の感染対策を徹底し、通常通りの保育事業を展開することにより、医療関係者や

教育関係者の利用が多いクラブとして保護者の要望に沿う対応ができた。山の手の

会員数は 64 名と前年度とほぼ変わらなかったが、円山では開設 1 年目の会員 11 名

から 2 年目は 25 名まで会員数が増え、3 年目に向けて順調に推移している。 

  

４．ロボットプログラミング教室 

  

令和２年４月から心療校（SKC 円山）・SKC 山の手・第２桜幼稚園の３ヵ所で開始し

たロボットプログラミング教育は、新型コロナウイルス感染防止の緊急事態宣言の

影響により、４月中旬から５月末まで教室休止を余儀なくされることになった。６月

から教室運営と会員募集を再開し、さくらキッズクラブ会員の取り込みを中心に３

月末までに約 50 名の在籍となった。 

      

 

Ⅲ 財務の概要 

 

１．資金収支計算書（令和２年 4 月 1 日～令和３年３月 31 日） 

 

（１）収入の部 

ア 幼稚園の在園児数は前年より 16 名増加、専門学校は 4 校で 40 名減少、通信課程

では看護科 2 年課程 27 名減少、社会福祉通信課程は一般コースが 35 名の増加と

なり、新設の短期コースは 17 名の在籍となった。これらの影響により学納金収入

が 112,621 千円(7.2%減)の減少となった。 

イ  補助金収入は、専門学校の修学支援制度による助成金 68,195 千円、北海道、札幌

市及び日本学生支援機構からの新型コロナウイルス感染防止対策目的の補助金が

総額 11,658 千円あったことなどにより、70,219 千円(46.7%増)の増加となった。 

ウ  受託事業収入（生涯学習）及び学童保育事業収入の増加があったため付随事業・収

益事業収入が 5,576 千円増加した。 

エ  令和 3 年度より、校納金の納期が 3 期制から 4 期制に変更になったため、前受金

収入が 34,137 千円減少した。 

オ  西野桜幼稚園新築工事竣工により、施設拡充特定資産の取崩 500,000 千円があっ

たため、その他の収入が増加した。 

 

 



（２）支出の部 

ア 資金収支の人件費は、前年の教職員退職により全体では 1,044,408 千円と前年比

3.4%の減少となった。 

イ 経費では、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、報酬委託手数料（実習謝金）、

旅費交通費の大幅な減少により 71,517 千円減少し、全体では 469,693 千円となっ

た。 

ウ  西野桜幼稚園の新築工事、医学校の屋根の防水工事等があったため、施設関係支出

が 791,527 千円となった。 

 

２．貸借対照表 

 

（１） 資産の部  

総資産 13,205,016 千円のうち、固定資産は 10,387,192 千円、流動資産は 2,817,823

千円となった。固定資産は西野桜幼稚園新築工事竣工などにより、前年度対比

297,188 千円増額となり、流動資産は前年度比 319,168 千円減少した。 

 

（２） 負債の部 

総負債 575,012 千円のうち、固定負債は 220,575 千円、流動負債は 354,437 千円と

なった。総資産から総負債を差し引いた正味資産は 12,630,004 千円となり、前年対

比 14,411 千円増加した。  

 

（３） 純資産の部 

純資産 12,630,004 千円のうち、基本金の当期組入額は 310,726 千円となり、基本金

合計額は 10,189,240 千円となった。 

 

（４）減価償却の累計額は、2,752,405 千円となった。 

 

 

３．財務比率 

 

（１）経常収入に対する学生生徒等納付金の割合は 83.1％であった。 

 

（２）経常収入に対する補助金の割合は 12.6％であった。 

 

（３）経常収入に対する人件費比率は 59.7％であった。 

 

（４）経常収入に対する経費の割合は 40.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【令和２年度決算報告】 

１．資金収支計算書（令和２年 4 月 1 日～令和３年３月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業活動収支計算書（令和２年 4 月 1 日～令和３年３月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 貸借対照表（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．財産目録（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．収益事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．令和２年度監査報告 

 

 


